
　景観
けいかん

重要
じゅうよう

資産
しさん

とは、地元
じもと

地
ちく

区のシンボルやイメージと

なっている景観
けいかん

資源
しげん

で、地域
ちいき

の人
ひと

たちから親
した

しまれ、大事
だいじ

にされている場所
ばしょ

（石橋
いしばし

や石
せき

塔
とう

、滝
たき

）などのことです。

　この玉
たま

石垣
いしがき

は、1

個
こ

の石
いし

が7個
こ

の石
いし

に囲
かこ

まれて積
つ

まれ

ています。

　今年
ことし

3月
がつ

16日
にち

に国定
こくてい

公
こう

園
えん

に指定
してい

された甑
こしき

島
しま

。

　里
さと

町
ちょう

にある玉
たま

石垣
いしがき

は、

丸
まる

い石
いし

を丹念
たんねん

に積
つ

み上
あ

げ

たもの。今
いま

もきれいに手
てい

入れされ、7月
がつ

頃
ころ

にはカ

ノコユリも

咲
さ

きます。

　　※「さんぽっぽ」は、小学生
しょうがくせい

の

　　　皆
みな

さんに２か月
げつ

に１回
かい

発行
はっこう

し

　　　ている「景
けい

観
かん

だより」です。

　ご入学
にゅうがく

、ご進級
しんきゅう

おめでとうございます。

　さわやかな風
かぜ

がふく春
はる

、桜
さくら

の季節
きせつ

が終
お

わると、青
あお

い空
そら

に鯉
こい

のぼりがゆらゆらと泳
およ

ぎはじめます。本
ほん

市
し

では毎年
まいとし

、『鯉
こい

のぼりフェスタ』が行
おこ

なわれていて、川内川
せんだいがわ

の河川敷
かせんじき

で約
やく

200匹
ひき

の鯉
こい

のぼりが泳
およ

いでいる

のを見
み

たことがある人
ひと

もいるでしょう。

　鯉
こい

のぼりの歴史
れきし

は、江戸
えど

時代
じだい

から始
はじ

まり、武家
ぶけ

の間
あいだ

では男
おとこ

の子
こ

が

生
う

まれると、玄関
げんかん

にのぼりなどを飾
かざ

り、子供
こども

の健康
けんこう

や出世
しゅっせ

を願
ねが

いま

した。最初
さいしょ

は武家
ぶけ

の家
いえ

だけで行
おこ

なわれていた風習
ふうしゅう

でしたが、やがて

一般
いっぱん

にも広
ひろ

まりました。

　　　なぜ、鯉
こい

の絵
え

が描
か

いてあるのかを調
しら

べてみると、『流
なが

れが急
きゅう

な竜
りゅう

門
もん

と呼
よ

ばれる滝
たき

があり、その滝
たき

を登
のぼ

りきった魚
さかな

だ

けが竜
りゅう

になれるといわれ、その滝
たき

を鯉
こい

だけが登
のぼ

りきり竜
りゅう

にな

ったという』という中国
ちゅうごく

の伝説
でんせつ

に由来
ゆらい

しているようです。

「鯉
こい

のぼりフェスタ」は

平成
へいせい

12年
ねん

からはじまりました。

～景観
けいかん

重要
じゅうよう

資産
しさん

第
だい

6号
ごう

～　H23.3.28指定
してい

　　鯉
こい

のぼりの上
うえ

についてるカラカラ回
まわ

るかざりは、矢車
やぐるま

と言
い

いま

　　す。魔
ま

よけの意味
いみ

があるそうです。

　　その下
した

は五色
ごしょく

の吹流
ふきなが

し。これは家
いえ

をあらわし、お父
とう

さん鯉
こい

の上
うえ

　　につけられています。

さとちょう ぶ け や しき あと たま いし がき

下甑町

鹿島町

上甑町
里町

武家屋敷跡の玉石垣

薩摩川内市

ここが甑島

しもこしきちょう

かしまちょう

かみこしきちょう

さとちょう

さつませんだいし

こしきしま

ぶけ やしき あと たまいしがき
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